
古紙を配合しています。環境にやさしい植物性
インキを使用しています。☎042−383−1111

（かけ間違いにご注意ください） FAX042−383−0022
「市長へのファクス」ふれあい24発行・小金井市　編集・広報秘書課

〒184-8504　小金井市本町6-6-3
市役所代表

使い方はこちら➡

　スマートフォンのカメラで２次元コ
ードを読み取り、LINEで小金井市の
画面が表示されたら「友だち追加」ボ
タンを押します。
※ID検索（@koganeicity）からも追加できます

　登録完了メッセージが届く
ので、トーク画面の「受信設
定」ボタンから受信設定を行
います。（１分～２分）

小金井市公式
LINE
はじまりました！
災害等の緊急情報や、興味がある情報を
スマートフォンで受け取れます！

12/1

ステップ

1
ステップ

2

から

受信設定をする受信設定をする２次元コードを読み取る２次元コードを読み取る

i広報秘書課広報係（☎042－387－9803）

　「受信設定」で、「くらし」「子育て・教育」「文化・スポーツ」などの中から、受け取りたいジャンルを選べます。
市は受信設定の情報をもとにメッセージをお届けします。また、災害時等には緊急情報も受け取ることができます。

自分が欲しい情報だけ受け取れる！

受信設定の変更は
こちらからできます

1 便利機能

　「子育て・教育」「ごみ・リサイクル」「防災・
コロナ」の３つのボタンを押すと、ホームページ
に簡単にアクセスできます。

身近な情報に簡単アクセス！2 便利機能

　公園・道路・街路灯の不具合等の連絡が、LINE
でもできるようになりました（緊急の場合を除
く）。不具合等を見つけたら、写真に撮ってその
場で市に連絡できます。

公園・道路・街路灯の
不具合連絡も！

3 便利機能

　チャットボットにより、質問を選択したり入力
することで知りたい情報を検索できます。

いつでも効率的に調べることができる！いつでも効率的に調べることができる！4 便利機能

たったの２ステップ２ステップ　友だち登録方法

固定資産税・都市計画税…第３期分
国民健康保険税……………第６期分
後期高齢者医療保険料……第６期分
納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

１２
月
２５
日（
月
）

納
期
限
の

お
知
ら
せ

令和５（2023）年

毎月１・15日発行

NO.1544 12 1/
こきんちゃん

ホ ー ム ペ ー ジ　https://www.city.koganei.lg.jp/
モバイル（携帯電話）版　http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

お
知
ら
せ

in
fo
rm
a
tio
n

委
員
募
集

【�

公
園
等
指
定
管
理
者
評
価
委
員

会
】

　

公
園
等
の
指
定
管
理
者
が
行
っ

た
業
務
に
つ
い
て
、
検
討
・
審
議

し
ま
す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
１８
歳
以

上
の
方

s
３
人
（
選
考
）

■
任
期
委
嘱
日
～
令
和
８
年
３
月

e
小
論
文
・
応
募
用
紙
は
返
却
し

ま
す

m
１
月
９
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
小
論
文
（
８００
字
以
内
・
課
題

＝
「
公
園
や
環
境
楽
習
館
が
み
ん

な
の
居
場
所
と
な
る
た
め
に
で
き

る
こ
と
」）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明

記
し
、
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係

（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
・

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
６
０
f
０４２

−

３８３

−

６
５
７

７
）
へ

【�

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
】

　

市
内
防
犯
施
策
等
に
つ
い
て
、

検
討
・
審
議
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
６
年
１
月
２１
日
現
在
１８
歳
以

上
の
方

s
７
人
（
選
考
）

■
任
期
１
月
２１
日
～
令
和
８
年
１

月
２０
日
（
年
２
回
程
度
開
催
）

m
１
月
９
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
小
論
文
（
千
２００
字
以
内
・
課

題
＝
「
め
ざ
す
べ
き
安
全
・
安
心

な
ま
ち
と
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち

か
」）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
地
域

安
全
課
地
域
安
全
係
（
〒
１８４

−

８

５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
本
庁

舎
１
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
０
６
f

０４２

−

３８４

−

６
４
２
６
）
へ

―
―
◇
共
　
通
◇
―
―

■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

e
▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
選

考
基
準
・
方

法
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
検
討

結
果

　

こ
の
た
び
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
検
討
結
果
お
よ
び
そ
の
理
由
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間
９
月
１９
日
～
１０

月
２０
日

■
意
見
数
・
人
数
８1
件
・
２９
人

■
公
開
場
所
等
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）、

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
同
６
階
）、

主
な
市
内
公
共
施
設
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

i
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く

り
係
（
☎
０４２

−
３８７

−

９
８
６
２
）

都
市
計
画
を
変
更

　

市
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
の

縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

■
縦
覧
場
所
i
都
市
計
画
課
都
市

計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階

☎
０４２

−

３８７

−

９
８
５
９
）

都
市
計
画
案
の
縦
覧
お
よ
び

意
見
書
の
受
け
付
け

　

住
民
お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を

受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
都
市
計
画
案
▽
小
金
井
都

市
計
画
用
途
地
域
（
変
更
）
▽
小

金
井
都
市
計
画
高
度
地
区
（
変

更
）
▽
小
金
井
都
市
計
画
防
火
地

域
及
び
準
防
火
地
域
（
変
更
）

■
縦
覧
・
意
見
書
受
付
期
間
１２
月

１１
日
（
月
）
～
２５
日
（
月
）

■
意
見
書
受
付
受
付
期
間
内
（
必

着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
意
見
・

都
市
計
画
の
種
類
を
明
記
し
、
郵

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
直
接
、
都
市
計
画
課
へ

■
縦
覧
場
所
i
都
市
計
画
課
都
市

計
画
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
５
９
f
０４２

−

３８６

−

２
６
１
９
as0

6
0
1
9
9
@

ko
ga 

n
ei-sh

i.jp

）

わ
く
わ
く
都
民
農
園
小
金
井

利
用
者
募
集

　

定
年
退
職
前
後
の
シ
ニ
ア
層
の

活
躍
と
地
域
住
民
の
多
世
代
交
流

を
目
的
と
し
た
わ
く
わ
く
都
民
農

園
小
金
井
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

叙
　
　
　勲

叙
　
　
　勲

露
口
　
哲
治
　
氏

■
住
所
前
原
町
二
丁
目

■
受
章
年
月
日
１１
月
３
日

■
功
績
平
成
１3
年
４
月
に
当
選
さ

れ
、
平
成
２９
年
４
月
ま
で
の
長
き

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
の
職
に
あ

り
、
こ
の
間
、
副
議
長
、
監
査
委

員
、
建
設
環
境
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
、
本
市
の
都
市
基

盤
、
教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上

と
議
会
の
円
滑
な
運
営
お
よ
び
地

方
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

t
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
ま

た
は
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
、
申
請
時
に
共
済
掛
金
お
よ

び
住
民
税
（
市
・
都
民
税
）
を
滞

納
し
て
い
な
い
事
業
主

※
対
象
の
事
業
主
に
は
、
別
途
連

絡
し
ま
す

■
補
助
金
額・期
間
被
共
済
者（
従

業
員
）
１
人
に
つ
き
月
額
５００
円

で
、
加
入
し
た
月
か
ら
２４
か
月
を

限
度
と
し
ま
す

■
必
要
書
類
▽
申
請
書
▽
加
入
者

内
訳
書
▽
退
職
金
共
済
手
帳
の
写

し
▽
市
・
都
民
税
納
税
証
明
書

m
１２
月
２０
日
ま
で
に
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
町
暫
定
庁

舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

２
５
２
５
）

へ地
域
連
携
型
就
職
面
接
会
お
よ
び

面
接
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー

【
面
接
会
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

d
１2
月
１２
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

４
時
b
国
分
寺
市co

co
b
u
n
ji

プ

ラ
ザ
（
国
分
寺
市
本
町
３

−

１

−

１
）
s
30
人

【
面
接
会
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

d
１２
月
１５
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

４
時
b
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル

（
武
蔵
野
市
境
２

−

１４

−

１
）
s

２５
人
e
保
育
有
り（
要
事
前
申
込
）

【
地
域
連
携
型
就
職
面
接
会
】

d
１２
月
２１
日
（
木
）
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時
b
武
蔵

野
市
同
ホ
ー
ル
■
参
加
企
業
数
各

回
１０
社
程
度
s
各
回
50
人
e
▽
面

接
を
希
望
す
る
企
業
の
数
だ
け
履

歴
書
を
持
参
▽
保
育
有
り
（
要
事

前
申
込
）

―
―
◇
共
　
通
◇
―
―

m
電
話
で
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩
（
☎
０４２

−

５２１

−

６
７
６
１
）

へ

す
。

【
シ
ニ
ア
農
園
】

t
都
内
在
住
の
５０
歳
以
上
の
方

s
１０
人
程
度
（
多
数
抽
選
）

n
利
用
料
（
年
額
）
＝
５
万
５
千

円
、
年
会
費
＝
３
千
円

e
１
人
１
区
画
＝
２０
平
方
㍍

【
こ
ど
も
農
園
】

t
都
内
在
住
の
小
学
生

s
１０
人
（
多
数
抽
選
）

n
利
用
料
（
月
額
）
＝
１
万
３
千

円
、
年
会
費
＝
３
千
円
、
保
険
料

＝
（
年
額
）
千
円

―
―
◇
共
　
通
◇
―
―

b
わ
く
わ
く
都
民
農
園
小
金
井

m
１２
月
１
日
～
１８
日
（
消
印
有

効
）
に
、
郵
送
ま
た
は
観
光
ま
ち

お
こ
し
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用

フ
ォ
ー
ム
（h

ttp
s://ko

gan
ei-

kan
ko

.jp
/farm

/

）
で
、
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
わ
く
わ
く
都
民
農
園

小
金
井
（
〒
１８４

−

０
０
０
４
本
町

２

−

８

−

６
）
へ

i
観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会
（
☎
０４２

−

２０８

−

３
４
１
３
）

中
小
企
業
の
事
業
主
の
方
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

等
の
掛
金
を
補
助

　

こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業
の

事
業
主
を
対
象
に
、
従
業
員
（
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
含
む
）
の
福
祉

の
向
上
・
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
主
が
従

業
員
の
た
め
に
加
入
す
る
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
ま
た
は
特
定

退
職
金
共
済
制
度
の
掛
金
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

１２
月
の
休
日
窓
口

■
開
設
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係（
３
日
の
み
）、

納
税
課
（
３
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
係
る
業
務
は
1７
日
の

み
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

i
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

０４２
−

３８７

−

９
８
２
６
）、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

０４２

−

３８３

−

１
１
１
１
）

1２月  ○は休日窓口開設日
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

旭
日
双
光
章

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方

が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
受
賞
月
日
１１
月
２８
日

【
一
般
功
労
賞・在
職
１０
年
以
上
】

島
田
　
安
雄
　
氏

�

（
東
町
３
丁
目
）

　年末年始は収集量が大幅に増えます。
　年末年始の片付けにより一度に大量に排出することは避けていただ
き、計画的に排出していただくようお願いします。年末年始のごみ・
資源物の収集日は、ごみ・リサイクルカレンダーでお早めにご確認く
ださい。
　また、年末年始は分別されていないごみ・資源物が多く見受けられ
ます。特にスプレー缶や有害ごみなどの混入は火災、爆発事故の原因
となりますので、分別の徹底にご協力をお願い
します。
※粗大ごみの年内収集の最終申込日は１２月１５日
（金）です。１８日（月）～２８日（木）に申し込
んだ場合は、年明けの収集になります
iごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

年末年始のごみ・資源物収集日等の年末年始のごみ・資源物収集日等の
ご確認をご確認を

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・12・1 2



d日時　b場所　u内容　k講師　t対象　s定員　n費用　y持ち物　m申し込み　i問い合わせ　eその他　hホームページ　aＥメール凡 例凡 例

　交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実
践を習慣付けることにより、年末期における
交通事故および渋滞の防止を図ります。
■重点項目
▷二輪車の交通事故防止
▷飲酒運転の根絶
▷高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
▷夕暮れ時と夜間の交通事故防止
▷自転車と電動キックボード等
の交通ルール遵守の徹底
▷違法駐車対策の推進

■自転車安全利用五則
　自転車も交通事故を起こせば刑事上、民事
上の責任が問われます。正しいルールを知
り、安全に自転車を利用しましょう。
▷車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
▷交差点では信号と一時停止を守って、安全
確認
▷夜間はライトを点灯
▷飲酒運転は禁止
▷ヘルメットを着用
i交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−９８５０）

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
名　称 と　き ところ 内　容 問合先

環境審議会 １２月２２日（金）
９：３０〜

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

環境保全について　
ほか

環境政策課環境係
（☎０４２－３８７－９８１７）

廃棄物減量等
推進審議会

１２月２５日（月）
１４：００〜

野川クリーンセ
ンター

一般廃棄物処理計画
の策定について　ほ
か

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２－３８７－９８５４）

男女平等推進
審議会

１２月２５日（月）
１４：００〜

市役所西庁舎２
階第五会議室

男女共同参画施策の
推進について

企画政策課男女共同参
画室
（☎０４２－３８７－９８５３）

緑地保全対策
審議会

１２月２６日（火）
１４：００〜

貫井南町三楽集
会所

市立公園等の樹木管
理ガイドライン（案）
ほか

環境政策課緑と公園係
（☎０４２－３８７－９８６０）

※傍聴については事前にお問い合わせください

令和５年
ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン

１２月１日（金）～
７日（木）

みんなのみんなの
タウンミーティングタウンミーティング

（オンライン）（オンライン）

　市民の皆さんとの対話集会をオンラインで
行います。市政に対する率直なご意見等を、
市長にお聞かせください。
d１２月２０日（水）午後７時～８時３０分
bオンライン
s10人程度（申込順）
m１２月１日～１７日に、市申
込フォーム（https://log
oform.jp/f/cn0SI）で
i広報秘書課広聴係（☎
０４２−３８７−９８１８） 市申込フォーム

■年齢等要件年齢・国籍は問いません
■採用予定日４月１日（月）
e▷資格要件等詳細は市ホームページをご覧ください▷要項は市ホームページからも
ダウンロードできます
■要項配布m１２月13日（水）までに、郵送（必着）または直接、職員課へ
i職員課人事研修係（〒１８４−８５０４住所不要・市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−９８０８）

令和６年度採用

会計年度任用職員募集

業務名 月額報酬等 募集人数

一
般
事
務

資産税（家屋）賦課業務、市税徴収業務、ご
み減量推進等業務、清掃管理業務、高齢者支
援業務、手当助成業務、住宅事務業務、教育
委員会庶務業務、市史編さん等業務

165,600円 各１人

一般事務（障がいのある方対象） 165,600円 若干名
美術館学芸員 ２０３,１００円 １人
国民健康保険・レセプト処理業務 186,300円 １人
生活保護受給者就労促進指導員 203,100円 １人

生活保護受給者面接相談員 203,100円～
228,300円 １人

難病患者等周辺相談業務 244,500円 １人
障害支援区分認定調査業務 203,100円 １人
介護認定調査業務 203,100円 ３人
民生委員連携業務 203,100円 １人
地域包括支援センター支援業務（社会福祉士） 203,100円 １人
地域包括支援センター支援業務（看護師） 236,400円 １人
母子保健業務 ２４４,５００円 １人
保健衛生歯科業務 228,300円 １人

業務名 月額報酬等 募集人数
保育士業務 186,300円 ６人
保育士業務（短時間） 93,200円 １人
特別支援保育業務 186,300円 ２人
保育園看護業務（週2日） 94,600円 １人
保育園看護業務（週3日） 141,900円 １人

子どもの権利擁護相談・調査専門員業務 186,300円～
244,500円 １人

学童保育指導員業務 186,300円 ５人程度
学校用務業務 159,000円 ２人
学校事務 165,600円 ３人
特別支援学級介助員 165,600円 ２人
教育相談員 203,100円 若干名
教育相談所員 203,100円 １人
特別支援教育支援員（小学校） １８６,２００円 若干名
特別支援教育支援員（中学校） 186,200円 ２人
副校長補佐業務 110,400円 １人
無形指定文化財調査業務 186,300円 １人
図書館業務 16５,６00円 ５人程度

市ホームページ

会計年度任用職員・任期付職員募集

区分 業務名 月額報酬 募集人数

① 任期付 保育士
１８６,８７５円～
（経験・職歴に
より加算あり）

１人

保育士（育児休業代替） ２０７,８０５円 若干名

② 会計年
度任用 学校給食調理補助業務 １４５,８００円 １人

■採用予定日１月１日（祝）
e▷資格要件等詳細は、市ホ
ームページをご覧ください▷
要項は市ホームページからも
ダウンロードできます
■要項配布m郵送（必着）ま
たは直接、①は１２月４日（月）
までに職員課②は７日（木）

までに庶務課へ
i①職員課人事研修係（〒
１８４−８５０４住所不要・市役所
本庁舎１階☎０４２− ３８７−
９８０８）②庶務課庶務係（〒
１８４−８５０４住所不要・市役所
第二庁舎７階☎０４２−３８７−
９８７２）

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・12・13



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

　

１２
・
１
月
を
中
心
に
「
政
治
家

の
寄
附
禁
止
」
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　
有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
お
よ
び
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区
内

の
人
や
団
体
に
お
金
や
品
物
を
贈

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

i
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
８
１
）

民
事
調
停
の
利
用
相
談
会

　

土
地
建
物
、
近
隣
関
係
、
金
銭

問
題
、
交
通
事
故
等
の
民
事
上
の

も
め
ご
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

d
１２
月
１４
日
（
木
）
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分（
４
時
受
付
終
了
）

b
上
之
原
会
館

m
当
日
直
接
会
場
へ

i
武
蔵
野
民
事
調
停
協
会
事
務
局

・
清
水
（
清
水
法
律
事
務
所
内
☎

０３

−

５
３
３
２

−

５
１
０
８
＝
月

曜
〜
金
曜
日
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
）、市
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
３
１
）

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

d
１２
月
４
日（
月
）〜
６
日（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

b
納
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
）
※
東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

u
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
法

人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
事
情
に
よ
り
一
度
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い

i
納
税
課
納
税
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
２
３
）

夜間入口詳細図福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

二
十
歳
を
迎
え
る
障
が
い
の

あ
る
方
に
祝
品
を
贈
呈

t
平
成
１５
年
４
月
２
日
〜
１６
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
在
宅
で
障
が
い

の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の

方
）
e
申
し
込
み
後
、
後
日
、
商

品
券
を
贈
呈
し
ま
す
m
１２
月
２０
日

ま
で
に
、
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
直
接
、
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
０４２

−

３８７

−

０
０
１
１
）へ

音
楽
療
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

−

音
楽
療
法
の
お

話
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

高
齢
者
や
障
害
児
（
者
）
を
対

象
と
し
た
活
動
を
学
び
ま
す
。

d
１
月
１８
日
（
木
）、２５
日
（
木
）、

２９
日
（
月
）、
２
月
５
日
（
月
）

午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）
b

社
会
福
祉
協
議
会
k
藤
本
禮
子
さ

ん
（
音
楽
療
法
士
）
t
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
音
楽
療
法
に
関

心
が
あ
る
方
s
２０
人
（
申
込
順
）

m
１２
月
１５
日
か
ら
、
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
、
小
金
井
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
０４２

−

３８７

−

０
０
１
１
avc-

k
o
g
a
n
e
i@
circu

s.o
cn
.n
e
.

jp

）
へ

親
族
後
見
人
の
つ
ど
い

　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成

年
後
見
制
度
に
お
け
る
親
族
後
見

人
の
方
を
対
象
に
、
連
絡
会
を
開

催
し
ま
す
。

d
12
月
１９
日
（
火
）
午
後
２
時
～

３
時
３０
分
b
社
会
福
祉
協
議
会
s

１０
人
（
申
込
順
）
m
１２
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
☎
０４２

−

３８６

−

０
１
２
１
）
へ

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　

図
書
館
本
館
で
は
、
視
覚
等
、

図
書
館
利
用
に
不
自
由
が
あ
る
市

内
在
住
の
方
へ
の
読
書
支
援
と
し

て
、
左
記
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
に
は
、
事
前
の

登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

u
点
字
本
・
デ
イ
ジ
ー
図
書
の
貸

し
出
し
、対
面
朗
読
、宅
配
サ
ー
ビ

ス（
来
館
困
難
な
方
の
み
）
i
図
書

館
本
館（
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
３
８
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給

　

１２
月
期
分
＝
令
和
５
年
８
月
〜

１１
月
分

■
振
込
日
１２
月
８
日
（
金
）

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

場
合
▽
氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座

を
変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所

し
た
場
合
▽
障
が
い
の
程
度
が
変

わ
っ
た
場
合
i
自
立
生
活
支
援
課

障
害
福
祉
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

４
２
）

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

今
や
っ
て
お
く
こ
と
−�

お
金
の
管
理
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

身
近
に
起
き
た
困
り
ご
と
を
き

っ
か
け
に
、
将
来
の
備
え
を
始
め

た
あ
る
家
族
の
話
を
市
民
参
加
に

よ
る
朗
読
劇
で
お
届
け
し
ま
す
。

d
１２
月
２１
日（
木
）午
後
２
時
～
４

時
b
公
民
館
貫
井
北
分
館
t
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
s
２０
人
（
申
込

順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、
電
話
で

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
介
護
予
防
教
室

d
u
①
１
月
１１
日（
木
）午
前
１０
時

～
正
午
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

②
１９
日
（
金
）
午
前
１０
時
～
１１
時

＝
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
教
室
③
２５
日
～
３
月

７
日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
１０
時
～

１１
時
＝
介
護
予
防
教
室
（
全
９

回
）
b
①
②
上
之
原
会
館
③
オ
ン

ラ
イ
ン
t
１
人
で
運
動
が
で
き

る
、
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６５
歳

以
上
の
方
s
２０
人
（
申
込
順
）
m

１２
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
講
座

名
を
明
記
し
、
介
護
福
祉
課
包
括

支
援
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５

as0
5
0
3
9
9
@
k
o
g
a
n
e
i-sh

i.

jp

）
へ

介
護
予
防
講
座

　

介
護
予
防
の
柱
で
あ
る
栄
養
、

口
腔
、
運
動
、
認
知
症
予
防
に
関

す
る
講
座
で
す
。

d
１２
月
２１
日
（
木
）、
２
月
２２
日

（
木
）午
後
２
時
～
４
時
１５
分（
全

２
回
）
b
市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
（
商
工
会
館
３
階
）
t
市
内

在
住
の
６５
歳
以
上
の
方
s
３０
人

（
申
込
順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

ま
な
ぶ　
語
る　
つ
な
が
る

家
族
の
会

d
１２
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
b
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

き
み
の
園
（
中
町
２

−

１５

−

２５
）

u
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
や
方
法
に

関
す
る
講
義
と
介
護
者
同
士
の
語

り
合
い
k
坂
詰
智
仁
さ
ん
（
歯
科

医
師
）
s
１５
人
（
申
込
順
。
介
護

者
を
優
先
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８６

−

６

５
１
４
）
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
日
常
生
活
の
中
で
見
守
り
や

　家庭などで余っている食品を集めて、年越しの時期に食事に困っている方へ食品
の支援を実施します。
　寄付された食品は、社会福祉協議会の福祉総合相談窓口や生活福祉資金貸付へ年
内にご相談いただいた方または、ひとり暮らしの学生で、食品の支援を希望する方
に渡します。
■回収期間１２月１１日（月）〜２２日（金）午前９時〜午後４時（土曜・日曜日を除く）
b社会福祉協議会駐車場
■対象食品消費・賞味期限が令和６年１月末以降で、調理方法が簡易な以下のもの

i社会福祉協議会（☎０４２−３８７−００１１）
食品の寄付にご協力をこがねい年越し

「食」支援

インスタント食品 レトルト食品 缶詰 乾麺 もち米

適
切
な
対
応
が
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

参
加
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
等
を
差
し
上
げ
ま
す
。

d
１２
月
１３
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

３
時
３０
分
b
小
金
井
坂
下
整
体
院

（
前
原
町
５

−

9

−

７
）
t
初
め

て
本
講
座
を
受
講
す
る
方
s
１０
人

（
申
込
順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
小
金
井
み
な
み
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８８

−

８

４
０
０
）
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

マ
ン
ツ
ー
マ
ン

無
料
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
教
室

d
下
表
の
と
お
り
b
同
セ
ン
タ
ー

東
町
会
議
室
（
東
町
４

−

３８

−

２６

ト
ー
ケ
ン
プ
ラ
ザ
２
階
）
u
パ
ソ

コ
ン
で
同
時
に
複
数
人
と
交
流
で

き
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
使
い
方
の
習
得

講
座
k
同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
班

t
メ
ー
ル
を
使
用
で
き
る
、
６５
歳

以
上
の
市
内
在
住
の
方
s
各
コ
ー

ス
６
人（
多
数
抽
選
）。最
少
開
催

人
数
各
コ
ー
ス
２
人
m
開
催
日
の

３
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

２
２

−

２７

−

７
１
１
７
asilver.

zo
o
m
@
ko
gan
ei-sc.o

r.jp

）へ

月曜午後
３回

コース
１２／１１〜２５

水曜午後
３回

コース

１２／６〜２０

１／１０〜２４

金曜午後
３回

コース
１／２６〜
２／９

※いずれも午後１時３０
分〜３時３０分

　コインランドリー横のカフ
ェで、介護や認知症のことな
ど何でも気軽にお話しできる
場がオープンしました。
d毎週火曜日午後２時～３時
３０分
bNEW LIFE LAUNDRY（前
原町５−９−７）
n無料（飲み物代実費）
m当日直接会場へ
i小金井みなみ地域包括支援
セ ン タ ー（☎ ０４２ − ３８８ −
８４００）

さかしたさかした
カフェカフェ

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・12・1 4
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一
般
会
計

　

令
和
４
年
度
は
、
根
幹
と
な
る

市
税
収
入
は
、
納
税
義
務
者
数
の

増
等
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
増
、

土
地
の
評
価
替
え
等
に
よ
り
固
定

資
産
税
が
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

普
通
交
付
税
が
皆
減
、
国
庫
支
出

金
等
が
減
と
な
り
、
財
政
調
整
基

金
の
大
幅
な
取
り
崩
し
等
に
頼
っ

た
運
営
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
、
当
初
予
算
466
億

８
千
800
万
円
に
15
回
の
補
正
予
算

71
億
１
千
13
万
３
千
円
、
繰
越
事

業
費
繰
越
財
源
充
当
額
10
億
３
千

438
万
１
千
円
を
加
え
、
総
額
548
億

３
千
251
万
４
千
円
で
し
た
。
こ
れ

に
対
す
る
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

が
530
億
２
千
243
万
１
千
円
で
前
年

度
対
比
１
・
１
％
の
減
、
歳
出
総

額
が
504
億
９
千
418
万
６
千
円
で
前

年
度
対
比
２
・
４
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
形
式
収
支
は
25
億
２
千

824
万
５
千
円
で
、
出
産
・
子
育
て

応
援
事
業
等
５
件
に
よ
る
翌
年
度

へ
の
繰
越
財
源
１
千
563
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
25
億
１
千

261
万
５
千
円
、
実
質
収
支
比
率
は

１０
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
比
率
は
１３
・
１
％
で
、
前

年
度
か
ら
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。（
図
Ａ
）

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
の

92
・
２
％
か
ら
94
・
０
％
に
な
り

ま
し
た
。
算
定
式
の
分
母
と
な
る

経
常
一
般
財
源
等
は
、
市
税
が
増

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
で
約

４
億
７
千
４００
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
分
子
と
な
る
経
常
経
費

に
充
当
す
る
一
般
財
源
等
は
、
扶

助
費
、
物
件
費
が
増
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
全
体
で
約
８
億
７
千
800

万
円
の
増
と
な
り
、
１
・
８
ポ
イ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。（
図

　
市
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
財
政
に
関
す
る
事
項
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期
的

（
年
２
回
）
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
令
和
４
年
度
の
決
算
概
要
お
よ
び
令
和
５

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
３０
日
）
の
状
況
で
す
。（
６
〜
８
面
に

も
掲
載
）

　
「
令
和
４
年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
」

（
１
部
２
千
５００
円
）
は
会
計
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
）
で
、「
令
和

４
年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
・
基
金
の
運
用
状
況
に
関

す
る
調
書
」（
１
部
千
円
）
は
、
財
政
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
決
算
書
等
は
、
図
書
館
本
館
お
よ
び
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

i
財
政
課
財
政
係
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
０
２
）

Ｂ
）

　

困
難
を
克
服
す
る
新
た
な
年
と

し
て
取
り
組
ん
だ
令
和
４
年
度

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
を
目
指
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
切
替
え
、
子
ど
も
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
設
置
、
本
庁
舎

跡
地
等
の
活
用
に
向
け
た
検
討
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
に
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
健
康

を
守
り
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
努

め
ま
し
た
。
内
外
の
歴
史
的
・
構

造
的
な
変
化
と
課
題
に
直
面
し
て

い
る
状
況
に
お
い
て
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
持
続
可
能
で
多
様
性

と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
、
第
５
次
基
本
構
想
の
将
来

像
「
い
か
そ
う
み
ど
り　

増
や
そ

う
笑
顔　

つ
な
ご
う
人
の
輪　

小

金
井
市
」
の
実
現
に
向
け
、
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
質
の
改
革
に

取
り
組
み
、
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛

着
（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）
を
醸

成
し
、
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
会
計
お
よ
び

公
営
企
業
会
計

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
３
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
１
つ

の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

（
表
１
、
表
２
）

【一般財源】市税、地方交付税など、使い道が制限され
ない収入
【経常一般財源等】一般財源のうち、毎年経常的に収入
される財源、主に地方税や地方譲与税
【形式収支】歳入決算総額から歳出決算総額を単純に差
し引いた額
【経常収支比率】市税など経常的に入ってくる収入が、
義務的で固定的に支出される経費（人件費、扶助費、公
債費など）にどれだけ使われているか示したもの
【実質収支】形式収支から、翌年度へ繰り越すべき財源
を差し引いた額
【類似団体】都市の態様を決定する要素のうち、人口、
産業構造の類似した普通地方公共団体。多摩地区では、
速報値によると、青梅市、昭島市、国分寺市、東久留米
市、多摩市が本市の類似団体となります
【投資的経費】普通建設事業費（道路の新設、学校の建
設などの経費）、失業対策事業費、災害復旧事業費をい
います
【普通会計】地方財政統計上便宜的に用いられる会計区
分で、一般会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会
計に係るもの以外の会計。他市との財政状況の比較は、
この会計の数値で行っています
【一般会計】特別会計を含まないすべての歳入、歳出を
経理する会計
【地方財政状況調査】地方自治法等の規定に基づき、総
務省が毎年定期的に行う全国統一基準の普通会計決算の
数値を用いた統計調査。地方財政を分析・検討する基礎
となります

【用語説明】

（％）
多摩26市
平均 
89.2％

  （90.0%）

多摩類似団体
平均
92.2％

  （93.0%）
70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

多摩市東久留米市国分寺市昭島市青梅市小金井市

［図Ｂ］経常収支比率（多摩類似団体との比較）

※■ の（　）内は減収補てん債（特例分）および臨時財政対策債を経常一般財源等に加えない場合

（94.0）94.0 93.3
（95.7）

（93.9）93.9 （94.2）94.2 （94.6）92.3

（87.2）87.2

歳入決算総額
530億2,243万1千円
（△1.1%）

市民一人当たりの額
425,009円

国庫支出金
115億9,139万8千円
21.9％（△15.2％）
92,913円

市　税
229億783万9千円
43.2％（4.2％）
183,621円都支出金

79億8,235万3千円
15.1％（△0.4％）
63,984円

地方交付税
2,332万円

0.0％（△96.1％）
187円

繰入金
18億5,476万3千円
3.5％（118.2％）
14,867円

使用料及び手数料
9億3,851万円
1.8％（1.8％）
7,523円 その他

14億3,580万7千円
2.7％（△7.6％）
11,509円

地方特例交付金
1億4,334万5千円
0.3％（△29.2％）
1,149円

市　債
10億360万円
1.9％（14.2％）
8,044円

分担金及び負担金
4億903万7千円
0.8％（9.3％）
3,279円

繰越金
18億6,366万2千円
3.4％（0.6％）
14,938円

地方消費税交付金
28億6,879万7千円
5.4％（5.9％）
22,995円

歳入歳出決算額
％は、歳入歳出決算総額に対する比率
（　）内は、前年度に対する増減率

民生費
264億7,312万7千円
52.4％（△1.2％）
212,199円衛生費

64億9,502万7千円
12.9％（1.8％）
52,062円

総務費
55億7,092万6千円
11.0％（△13.5％）
44,655円

土木費
30億2,430万円
6.0％（△0.4％）
24,242円

教育費
39億5,480万2千円
7.8％（△6.3％）
31,700円

公債費
22億1,492万4千円
4.4％（△2.9％）
17,754円

消防費
15億6,810万2千円
3.1％（△2.8％）
12,569円

その他
11億9,297万8千円
2.4％（22.0％）
9,563円

物件費
91億3,237万5千円
18.1％（2.1％）
73,202円

繰出金
37億7,372万3千円
7.5％（8.5％）
30,249円

人件費
66億3,717万8千円
13.2％（3.2％）
53,201円

補助費等
78億5,681万9千円
15.5％（22.4％）
62,977円

扶助費
157億9,064万7千円
31.3％（△6.4％）
126,572円

公債費
22億1,492万4千円
4.4％（△2.9％）
17,754円

投資的経費
29億8,184万8千円
5.9％（△13.0％）
23,901円

その他
20億8,164万5千円
4.1％（△46.2％）
16,687円

歳　入

歳　出

[図A］ 一般会計決算状況

目的別

歳出決算総額
504億9,418万6千円
（△2.4%）

市民一人当たりの額
404,744円

※国で定めた基準（普通会計）で算出しているため、一般会計決算額とは異なります
性質別（普通会計）：地方財政状況調査による

歳出決算総額
504億6,915万9千円
（△13.6%）

市民一人当たりの額
404,543円

［表２］公営企業会計決算状況（単位：千円）

下水道事業

予算額 決算額

収 入 2,116,137 2,071,729

支 出 2,471,093 2,337,199

［表１］特別会計決算状況

区分 当初予算額 補正予算額 最終予算額 歳入決算額 歳出決算額 形式収支

国民健康保険 10,426,977 323,513 10,750,490 10,773,056 10,568,617 204,439

介 護 保 険 8,861,767 56,648 8,918,415 8,873,970 8,784,008 89,962

後期高齢者医療 2,887,320 85,326 2,972,646 2,979,480 2,929,337 50,143

合 計 22,176,064 465,487 22,641,551 22,626,506 22,281,962 344,544

（単位：千円）

令和４年度決算の概要令和４年度決算の概要
「誰一人取り残さない」持続可能で「誰一人取り残さない」持続可能で
多様性と包摂性のある社会の実現多様性と包摂性のある社会の実現

市民サービスや各種事業などの財源は、市民サービスや各種事業などの財源は、
市税によって支えられています市税によって支えられています

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・12・15



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、市は毎年度、健全化判断比率４指標および
資金不足比率を算定し、監査委員の審査を経て、議
会に報告し、市民に公表しています。
　健全化判断比率、資金不足比率が一定の基準以上
となった場合は、財政健全化計画等の作成と改善努
力が義務付けられます。
　令和４年度決算に基づく市の健全化判断比率およ
び資金不足比率は、すべて基準を下回り、財政状況
は健全段階にあります。（下表）

【用語説明】
　次の用語は健全化判断比率４指標で、標準財政規
模（市の一般的な歳入規模）に対する割合です。
実質赤字比率　一般会計等の実質赤字額の割合
連結実質赤字比率　全会計の実質赤字額の割合
実質公債費比率　公債費および公債費に準じた経費
が占める割合
将来負担比率　一般会計等が将来負担すべき実質的
な負債の大きさを示す割合

　都市計画税は、都市計画事業や区画整理事業に要する
費用に充てるため、都市計画区域のうち市街化区域内（小
金井市全域）の土地または家屋の所有者に対して市が課
税する目的税で、令和４年度は１９億７,００５万３千円でし
た。
　その都市計画税は、次の主な事業の一部に充てられま
した。▷公園事業（児童遊園・子供広場、緑地、都市公
園等の維持管理および整備）▷市街地開発事業（東小金
井駅北口土地区画整理事業委託料）▷地方債償還（街路
事業・下水道事業・市街地開発事業等）

　皆さんから納めていただいた市税１,０００円の使い道
は、次のとおりです。
　▷民生費（子ども・高齢者・障がいのある方などの
福祉のために）5２４円▷衛生費（ごみ・し尿処理や健
康を守るために）12９円▷総務費（行政運営のために）
1１０円▷教育費（学校・公民館・図書館・体育施設な
どの整備のために）７８円▷土木費（道路・公園・河川
整備のために）６０円▷公債費（市債の償還・利子の支
払いに）４4円▷消防費（火災・災害から守るために）
31円▷労働費・農林水産業費・商工費（消費者保護や
農業・商業振興のために）1７円▷議会費（市議会の運
営に）７円

令和４年度健全化判断比率
および資金不足比率

都市計画税の使い道 市税1,000円の使い道

市税負担額と行政サービス費市税負担額と行政サービス費
　皆さんから納めていただいた市税の市民１人当たりおよび１世帯当たりの額と、皆さんに還元された
額（行政サービス）は、図１・図２のとおりです。（普通会計−地方財政状況調査による）

市税の負担額 市民1人当たり
1世帯当たり

183,621円（上段）
365,048円（下段）

※図１･図２の人口は
124,756人
世帯数は62,753世帯
（令和5年1月1日現在）

〔図１〕

その他

都市計画税

市たばこ税

98,452円
195,727円

64,447円
128,125円

4,347円
8,642円

584円
1,160円

15,791円
31,394円

（軽自動車税など）

固定資産税市民税 民生費

公債費

議会・総務費

労働・農林水産業・商工費

土木費

23,546円
46,811円

12,571円
24,992円

45,896円
91,244円

17,754円
35,296円

8,859円
17,610円

31,962円
63,543円

教育費

消防費

行政サービス費 市民1人当たり
1世帯当たり

404,543円（上段）
804,251円（下段）〔図２〕

211,502円
420,476円

衛生費

52,453円
104,279円

令和４年度健全化判断比率
実質
赤字比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負
担比率

小金井市 − − １.５ −
早期健全化基準 １２.1４ １７.1４ ２５.０ ３５０.０
財政再生基準 ２０.００ ３０.００ 35.０
※実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担比率
がない場合は、「−」と表示しています

令和４年度資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
下水道事業 − ２０.０

※資金不足額がない場合は、「−」と表示しています
※資金不足比率は、事業規模に対する公営企業の資
金不足額の割合です

他市と比較してみると（普通会計−地方財政状況調査による）

　市民１人当たりの目的別歳出額を類似団体（図A）や多
摩２６市（図B）と比較すると、本市の衛生費は平均を上回
りました。また、総務費、土木費、教育費、公債費は平均
を下回りました。

　市民１人当たりの性質別歳出額を類似団体（図Ｃ）や多
摩２６市（図Ｄ）と比較すると、補助費等は平均を上回り、
人件費、扶助費、公債費、物件費、繰出金、投資的経費は
平均を下回りました。

　市民１人当たりの市税額を類似団体（図Ｅ）や多摩２６市
（図Ｆ）と比較すると、本市は個人市民税、都市計画税が
類似団体および多摩２６市の平均より多くなっています。な
お、個人市民税は、標準税率を採用しており、多摩２６市で
は同じ税率となっています。

市民１人当たりの目的別歳出額市民１人当たりの目的別歳出額 市民１人当たりの性質別歳出額市民１人当たりの性質別歳出額 市民１人当たりの市税額市民１人当たりの市税額

総務費　83％
43,058円
51,714円

小金井市

民生費　100％
211,502円
212,251円

多摩類似団体平均
（100％）

衛生費　111％
52,453円
47,070円

土木費　78％
23,546円
30,087円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

  404,543円  歳出合計　　　　　　＝93%　  434,123円

消防費　99％
12,571円
12,672円

教育費　62％
31,962円
51,416円

公債費　95％
17,754円
18,638円

その他　114％
11,697円
10,275円

［図A］多摩類似団体平均との比較

総務費　83％
43,058円
51,634円

民生費　99％
211,502円
213,330円

小金井市

衛生費　117％
52,453円
45,018円

土木費　72％
23,546円
32,705円

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

  404,543円  歳出合計　　　　　　＝93%　  434,717円

消防費　102％
12,571円
12,280円

教育費　63％
31,962円
50,756円

公債費　95％
17,754円
18,772円

その他　114％
11,697円
10,222円

［図B］多摩26市平均との比較

多摩類似団体平均
（100％）

公債費　95％
17,754円
18,638円

補助費等　114％
62,977円
55,126円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

 404,543円 歳出合計　　　　　　＝93%　 434,123円

繰出金　81％
30,249円
37,243円

投資的経費　67％
23,901円
35,489円
23,901円
35,489円

その他　78％
16,687円
21,286円

扶助費　95％
126,572円
133,636円

人件費　99％
53,201円
53,996円

小金井市

物件費　93％
73,202円
78,709円

多摩26市平均
（100％）

公債費　95%
17,754円
18,772円

補助費等　121％
62,977円
52,178円

繰出金　81％
30,249円
37,221円

投資的経費　67％
23,901円
35,715円

扶助費　94％
126,572円
134,881円

人件費　96％
53,201円
55,249円

小金井市

物件費　96％
73,202円
76,178円

［図C］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

 404,543円 歳出合計　　　　　　＝93%　 434,717円

［図Ｄ］多摩26市平均との比較

都市計画税　118％
15,791円
13,424円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

183,621円市税合計　　　　　　＝104%　176,444円

その他　48％
584円
1,209円

法人市民税　57％
4,917円
8,615円

個人市民税　124％
93,535円
75,485円

固定資産税　90％
64,447円
71,780円

小金井市

多摩類似団体平均
（100％）

市たばこ税　73％
4,347円
5,931円

都市計画税　118％
15,791円
13,369円

その他　34％
584円
1,736円

その他　68％
16,687円
24,523円 法人市民税　53％

4,917円
9,218円

個人市民税　122％
93,535円
76,676円

固定資産税　91％
64,447円
70,647円

小金井市

多摩26市平均
（100％）

市たばこ税　74％
4,347円
5,892円

［図Ｅ］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

183,621円市税合計 　　　　　 ＝103％　177,538円

多摩26市平均
（100%）

［図Ｆ］多摩26市平均との比較

（単位：％）

（単位：％）

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・12・1 6



d日時　b場所　u内容　k講師　t対象　s定員　n費用　y持ち物　m申し込み　i問い合わせ　eその他　hホームページ　aＥメール凡 例凡 例

１　自然と都市が調和した人に優しいまち（環境と都市基盤）

事業名
金額（単位：千円）

概　　　　　要
事業費

財源
国都支出金 地方債 その他 一般財源

環境対策事務に要する経費 20,741 5,756 0 5,944 9,041
市民が設置した太陽光発電機器その他の住宅用新エネルギー機器等の購入費用の一部を補助
市民等に対し次世代自動車（電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・燃料電池自動車）の
購入費用の一部を補助

環境啓発に要する経費 7,801 0 0 56 7,745 東京学芸大学と連携し、第四小学校、東小学校、本町小学校での環境教育事業、子ども環境ワークショップ、森林教育事業を実施
緑地等維持管理に要する経費 51,478 1,937 0 4,773 44,768 環境負荷の低減および安全で安心な環境の整備を目的とし、公園灯のＬＥＤ化を実施
都市公園等の維持管理に要する経費 37,349 0 0 227 37,122 市立公園の管理に民間活力を導入するための支援を委託
都市公園等の整備に要する経費 31,574 24,210 0 5,000 2,364 三楽公園整備工事、梶野公園整備工事を実施

塵芥処理に要する経費 1,721,726 293,164 669,600 325,136 433,826

３市（日野市・国分寺市・小金井市）による可燃ごみの共同処理を行うために、可燃ごみ処理施
設の整備・運営事業に要する費用を負担
不燃・粗大ごみおよび資源物の処理について、循環型社会の形成に資する施設を再配置し、適正
処理を維持

清掃関連施設維持管理に要する経費 77,960 0 0 0 77,960 不燃・粗大ごみ積替え・保管施設稼働に伴い、運営管理およびリユース事業を委託

都道１３４号線整備に要する経費 43,463 39,790 0 0 3,673 都道134号線拡幅整備に係る物件調査委託、工程計画策定委託、電線共同溝補修委託、引継補修工事等を実施

主要道路１５号線整備に要する経費 63,705 63,705 0 0 0 小金井街道拡幅整備に係る引継図書作成委託、電線共同溝点検および台帳作成委託、街路築造工
事等を実施

都市計画事務に要する経費 11,202 0 0 29 11,173 平成１４年に策定し、平成２４年に見直しを行った都市計画マスタープランについて、令和４年８月に新たな都市計画マスタープランを策定
都市計画道路３・４・８号線整備に要する
経費 27,962 18,850 9,000 0 112 都市計画道路３・４・８号線拡幅整備に係る用地取得を実施

木造住宅耐震助成に要する経費 4,624 3,182 0 0 1,442 耐震改修促進計画に基づき、木造住宅耐震化の普及を促進
ブロック塀等撤去助成に要する経費 1,674 1,144 0 0 530 倒壊のおそれのある避難路に面するブロック塀等の撤去に要する費用の一部を助成
市営住宅維持管理に要する経費 48,874 17,971 0 28,125 2,778 市営住宅長寿命化計画に基づき、３か年かけて浴室の改修工事を実施

道路新設改良に要する経費 117,252 103,853 0 0 13,399 電線共同溝修正設計、市道第３４５号線、市道第３６０号線、市道第４１３号線道路補修工事、市道第７８７号線歩道拡幅工事、橋りょう長寿命化補修工事（大城堀橋・弁天橋・西之橋）等を実施

土地区画整理事業に要する経費 983,489 272,807 213,000 0 497,682 東小金井駅北口土地区画整理事業に係る仮換地の指定、建物等移転、整地および道路築造工事を実施

２　安心して過ごせる暮らしやすいまち（地域と経済）
消防団活動に要する経費 46,564 3,403 0 1,299 41,862 消防団活動の充実のため、消防団の防火帽（８３個）を買い換え
災害対策に要する経費 47,871 755 0 5 47,111 備蓄計画に基づき、食糧、生活必需品、災害用トイレ、医薬品等を備蓄

観光振興に要する経費 27,657 0 0 4,499 23,158

シティプロモーションの推進および滞在（時間消費）型サービスの創出の取り組みとして、スタ
ンプラリー、道草市、こがねいコモンズに関するイベント等を実施
３市（武蔵野市・三鷹市・小金井市）の市民の間での継続的な交流人口の拡大を目標とする事業
を実施

３　心豊かにのびのびと子どもが育つまち（子どもと教育）

教育委員会事務局事務に要する経費 6,672 0 0 0 6,672 児童数の増加および３５人学級への対応のため、第一小学校、第三小学校、東小学校について増改築等基本計画を策定
学校施設整備に要する経費 186,225 109,585 0 30,000 46,640 トイレ改修工事、屋上防水改修工事、給食室空調設備設置工事等を実施

教育振興に要する経費 322,986 82,975 0 47,600 192,411 市立小・中学校で運用するクロームブック端末について児童生徒増加分および故障対応分を追加購入し、また、教室増への対応としてアクセスポイントの増設等を実施

学校給食に要する経費 387,728 0 0 0 387,728
給食用強化磁器食器、回転釜、オーブンを購入
既に委託化している中学校５校、小学校５校に加え、令和４年４月から第三小学校の給食調理を
委託

中学校部活動に要する経費 7,414 3,659 0 0 3,755 中学校部活動の今後の在り方について検討を行うため、部活動指導員を１人増員
指導室関連教育施設に要する経費 34,095 503 0 0 33,592 もくせい教室を東京学芸大学内の施設に完全移転し、不登校児童・生徒を支援

学校運営協議会に要する経費 556 0 0 0 556 地域とともにある学校づくりのため、新たに第三小学校、第四小学校、東小学校、南小学校、第一中学校に学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールに指定

放課後子どもプラン事業に要する経費 25,113 16,541 0 0 8,572 子どもの安全・安心な居場所作りの充実ならびに活動内容および回数の更なる発展のため、事業を拡大

４　一人ひとりが自分らしく生きることができるまち（文化と生涯学習）

文化振興に要する経費 7,862 0 0 0 7,862 第２次芸術文化振興計画を推進するため、芸術文化振興計画推進委員会およびフォーラムを新たに開催するほか、市内文化施設との連携により、事業を拡充
民間非営利団体に要する経費 5,989 0 0 0 5,989 職員の協働への理解を底上げするために研修を実施

地域学校協働活動推進事業に要する経費 3,886 2,579 0 0 1,307 第三小学校、第四小学校、東小学校、南小学校、第一中学校で新たに地域学校協働活動（地域未来塾など）を実施
スポーツ教室・各種大会に要する経費 8,874 2,143 0 0 6,731 市民の健康増進を図るため、屋外で誰もが参加しやすいポールウォーキング教室を実施

スポーツ推進審議会に要する経費 2,544 0 0 0 2,544 スポーツの推進に関する重要事項を調査審議するための審議会を設置し、スポーツ推進計画を策定

５　誰もがいきいきと暮らすことのできるまち（福祉と健康）
福祉サービス総合支援事業に要する経費 18,261 8,433 0 0 9,828 成年後見制度利用促進基本計画に基づき、相談体制を充実
保健福祉総合計画推進事業に要する経費 13,881 0 0 0 13,881 保健福祉総合計画について令和５年度末を計画期間とする現計画（第２期）を改定

福祉総合相談窓口に要する経費 13,153 9,865 0 0 3,288 福祉総合相談窓口に配置している地域住民の相談を包括的に受け止める場の整備のため包括化推進員（地区担当）を増員

その他事務に要する経費 7,510 290 0 0 7,220 事業者による合理的な配慮の提供を努力義務から義務化することを機に、合理的な配慮の提供に必要な費用の一部を助成

医療的ケア児支援事業に要する経費 242 182 0 0 60 医療を要する状態にある児童（医療的ケア児）およびその家族が適切な支援を受けられるよう、協議会を設置
認知症高齢者グループホーム緊急整備支援
事業に要する経費 78,192 78,192 0 0 0 認知症高齢者グループホームの整備に要する経費の一部を補助

産後ケア事業に要する経費 5,558 5,557 0 0 1 対象月齢の拡大および自己負担額の低減を行い、産後も安心して子育てができる支援体制を確保

子育て世代包括支援センターに要する経費 20,238 19,590 0 0 648 対象者と面談し、家庭状況の確認および子育てニーズの把握を行うとともに、育児パッケージを配布
民間保育所助成に要する経費 2,438,335 1,309,716 0 0 1,128,619 児童および職員の処遇改善ならびに施設の運営を充実させるための費用の一部を補助
民間保育所等運営に要する経費 4,165,174 2,718,568 0 351,909 1,094,697 特定教育・保育施設および特定地域型保育施設の運営費等の補助および支弁を実施

子どもの権利推進に要する経費 21,776 13,292 0 0 8,484 子どもの権利侵害に対する相談・救済を行うため、第三者的機関として、子どもオンブズパーソンを設置

令和４年度の主な事業の概要

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・12・17



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

　今年の９月30日現在における予算額は、一般会
計と特別会計を合わせて総額756億93万9千円と
なっています。これは当初予算720億7,409万4千
円（繰越事業費繰越財源充当額1億5,914万円を含
む）に、補正予算額35億2,684万5千円を加えたも
のです。前年同期と比べ１．２％の増となりました。

一　般　会　計
　道路や学校、集会施設等の公共施設の建設や改
修、少年自然の家（清里山荘）・総合体育館の運
営や委託、社会福祉、消防、ごみ処理など、市が
行う事業の大部分を賄います。総額は前年同期と
比べ0.3％の減となっています。主な財源である
市税の収入率は、前年同期と比べ０.１ポイントの
減となっています。また、全体の収入率は、前年
同期と比べ１.2ポイントの増となっています。（図
Ａ、図Ｂ）

特別会計および公営企業会計
　各特別会計は、前年同期と比べ国民健康保険は
5.3％、後期高齢者医療は5.１％、介護保険は4.4％
のそれぞれ増となっています。公営企業会計は、
下水道事業が前年同期と比べ収入は0.5％、支出
は2.2％の減となっています。（表１、表２）

市　　　　　債
　福祉施設の建設、都市計画道路整備などのまち
づくり、小・中学校の改修、下水道事業には、多
額の資金を必要としますが、この資金の一部を国
や都・銀行などから長期にわたって借り受け、事
業に充てています。このような市の長期借入金の
ことを、市債といいます。総額は、前年同期と比
べ、６.4％の減となりました。（図Ｃ）

市　有　財　産
　市が保有し管理している財産には、市役所の庁
舎をはじめ、学校や集会施設などの建物や土地、
その他の物品、基金などがあります。総額は、
９88億5,074万6千円で、前年同期と比べ0.6％の増
となっています。（図Ｄ）

その他
（12.3％）

31億2,173万9千円
63億7,559万1千円

＝49.0％

国庫支出金
（20.6％）

27億9,470万4千円
107億2,793万9千円

＝26.1％

市　税
（43.5％）

133億7,937万8千円
225億7,792万2千円

＝59.3％

都支出金
（15.2％）

16億2,500万3千円
78億8,134万3千円

＝20.6％

地方消費税交付金
（4.8％）

15億9,192万円
25億1,600万円
＝63.3％

市債
（1.6％）
0円

8億5,510万円
＝0.0％

使用料及び手数料
（1.8％）

5億1,220万3千円
9億4,830万円
＝54.0％

地方特例交付金
（0.2％）

1億2,445万3千円
1億11万円
＝124.3％

民生費
（50.8％）

111億8,308万9千円
264億2,295万5千円

＝42.3％

歳出総額
189億7,545万7千円
519億8,230万5千円

＝36.5%教育費
（7.9％）

17億2,203万8千円
40億9,901万2千円

＝42.0％ 総務費
（11.8％）
17億4,366万円
61億4,886万3千円

＝28.4％

土木費
（7.8％）

7億6,042万8千円
40億5,255万5千円

＝18.8％

衛生費
（12.9％）
19億7,922万円
67億1,126万6千円

＝29.5％

公債費
（4.1％）

5億2,743万9千円
21億3,671万7千円

＝24.7％

消防費
（3.1％）

7億5,573万9千円
15億9,155万1千円

＝47.5％

その他
（1.6％）

3億384万4千円
8億1,938万6千円
＝37.1％

歳入予算額
（  ）内は、歳入予算総額に対する比率
 　  収入済額  　　　　　　＝収入率 　  予算現額

［図 A］一般会計執行状況〈歳入〉

［図B］一般会計執行状況〈歳出〉

歳出総額
（  ）内は、歳出予算総額に対する比率
　   支出済額　  　　　　　＝執行率 　  予算現額

歳入総額
231億4,940万円
519億8,230万5千円

＝44.5%

小・中学校の建設

50億499万9千円
（28.2％）

減税補てん債、一般土木事業、
福祉施設の建設事業等

市債現在高177億2,651万3千円
（ ）内は、市債総額に対する比率

2億7,248万2千円
（1.5％）

市民１人当たりの額
142,138円
人口124,713人
（令和5年4月1日現在）

38億9,213万4千円
（22.0％）

62億3,373万2千円
（35.2％）

文化センター等事業債 下水道の建設

14億6,366万4千円
（8.3％）

8億5,950万2千円
（4.8％）

349,662.98㎡ 168,519.72㎡

5億4,105万9千円

株　券

5,418万4千円 18億5,257万9千円

153億7,097万6千円
環境基金など

６　開かれた市政で誰もが信頼し合えるまち（行政運営）

公共施設マネジメント推進に要する経費 12,088 0 0 0 12,088 新庁舎・（仮称）新福祉会館建設に伴い未利用となる跡地等について、今後市民参加により策定を予定する活用計画の指針とするため、活用方策の庁内方針を作成
内部情報システムに要する経費 298,139 56,911 0 10,000 231,228 行政手続のデジタル化を推進するため、簡易版電子申請サービスを本格導入
文書事務に要する経費 22,746 3,001 0 0 19,745 文書倉庫敷地内のブロック塀改修工事を実施

７　新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰対策関連事業

農業振興対策に要する経費 9,057 1,550 0 0 7,507 市内農業者の経営を支援するため、農業振興連合会が実施している環境負荷を低減した農業用資材の購入者に対し、原油価格・物価高騰に伴う価格上昇相当分を上乗せし、購入費の一部を補助

商工振興に要する経費 668,411 48,907 0 23,229 596,275 市内事業者支援、市民の生活応援および地域経済活性化のため、販路開拓に取り組む事業者の支援、こがねい地域応援券の発行、キャッシュレス決済ポイント還元事業を実施
生活困窮者自立相談支援事業に要する経費 77,772 65,008 0 0 12,764 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の申請期限および事業期間を延長
新型コロナウイルス感染症対策に要する経
費 170,950 56,242 0 24,600 90,108 新型コロナウイルス感染症の影響下における感染症対策のための補助、物価高騰の負担を軽減するための支援金等を交付

感染症予防関係に要する経費 37,584 6,510 0 2,024 29,050
自宅療養者および濃厚接触者に対しパルスオキシメータおよび生活に必要な物品を供与するとと
もに、買物支援事業への補助を実施するほか、ＰＣＲ検査を受ける軽症者のうち、医療機関への
移動手段がないものを対象とした送迎サービスを実施

新型コロナウイルスワクチン接種に要する
経費 1,713,071 1,200,857 0 1,181 511,033 新型コロナウイルスワクチン接種を迅速かつ適正に実施できる体制を構築し、接種を実施

子ども子育て応援事業に要する経費 107,412 3,632 0 0 103,780 物価高騰の影響のため、０歳から１８歳までの者を対象に電子版商品券を支給することで、家計への負担軽減を図り、子どもの学びおよび生活を支援

学校給食に要する経費 387,728 0 0 0 387,728 物価高騰の影響による保護者負担を増やすことなく、これまでどおりの栄養バランスや量を保てるよう、学校給食の食材費等の増額分を補助

［表１］特別会計執行状況 (単位:千円)

区分 予算現額 収入済額 支出済額収入率（％） 執行率（％）
国民健康保険 11,174,500 4,444,927 39.8 3,917,955 35.1
介護保険 9,355,533 4,351,034 46.5 3,699,331 39.5

後期高齢者医療 3,088,601 1,376,133 44.6 953,209 30.9

下水道事業

予算現額 執行済額 執行率（％）
収　　　入 2,270,425 891,776 39.3
支　　　出 2,515,420 799,928 31.8

(単位:千円)［表２］公営企業会計執行状況

　市の財政は、皆さんから納めていただいた税金や国・都
からの補助金などで賄われています。
　これらがどの仕事に使われているかを、令和５年度上半
期（４月１日〜９月３０日）における予算の執行状況を通し
てお知らせします。
i財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）

令和５年度　上半期の財政状況令和５年度　上半期の財政状況 予算の執行状況

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・12・1 8



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。
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た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
６
＝
月
曜
〜
土

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎
１い

ち

８は
や

９く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
１
２
０

−

１８９

−

７８３
へ

息
切
れ
に
つ
い
て

　

息
切
れ
は
医
学
用
語
で
は
呼
吸

困
難
と
い
い
ま
す
。
息
を
吸
っ
て

も
ま
だ
足
り
な
い
と
感
じ
る
こ
と

で
、
主
観
的
な
も
の
で
す
。
息
切

れ
で
受
診
さ
れ
る
時
に
は
肺
の
病

気
を
ま
ず
心
配
さ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
実
は
多
様
な
疾
患
で
生
じ
ま

す
。
呼
吸
機
能
が
実
際
に
低
下
し

て
い
る
時
は
呼
吸
不
全
と
記
載

し
、
心
機
能
が
低
下
し
て
も
や
は

り
息
切
れ
を
生
じ
心
不
全
と
記
載

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流

行
で
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
が

普
及
し
て
酸
素
飽
和
度
が
注
目
さ

れ
、
測
定
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
酸
素
飽
和
度
の

低
下
で
息
切
れ
を
生
じ
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
要
因
も
重
要
で
す
。

例
え
ば
貧
血
で
酸
素
飽
和
度
は
低

下
し
ま
せ
ん
が
、
血
中
の
酸
素
が

減
る
た
め
に
息
切
れ
を
生
じ
ま

す
。
息
切
れ
の
原
因
は
気
管
支
喘

息
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞そ

く

性
肺

疾
患
）、肺
動
脈
血
栓
塞
栓
症
（
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）、
肺

炎
、
気
胸
、
肺
高
血
圧
症
、
心
不

全
、
腎
不
全
、
貧
血
、
甲
状
腺
機

能
亢こ

う

進
症
、脚
気
、発
熱
、肥
満
、

不
安
神
経
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
多
様
な
疾
患
の
鑑
別
が
必
要

で
す
。
患
者
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ

て
、
診
察
し
、
血
液
検
査
や
心
電

図
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
で
息

切
れ
の
診
断
を
し
ま
す
。
息
切
れ

は
放
置
し
て
い
る
と
症
状
が
進
行

し
た
り
、
治
療
が
困
難
に
な
っ
た

り
し
ま
す
の
で
、
息
切
れ
の
症
状

で
困
っ
た
場
合
は
ま
ず
か
か
り
つ

け
の
内
科
の
先
生
に
相
談
し
て
い

た
だ
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
診
断

に
最
も
重
要
な
の
は
息
切
れ
が
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
時
に
生
じ
る

の
か
な
ど
の
病
歴
で
す
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
メ
モ
し
て
受
診
し
て
い

た
だ
く
と
助
か
り
ま
す
。

　
小
金
井
市
医
師
会

�

河
本　
修
身

習
等
t
お
お
む
ね
１６
〜
２７
週
の
妊

婦
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
（
妊
娠
週

数
は
目
安
で
す
。
初
産
婦
の
方
の

み
）
s
４４
人
（
各
家
庭
２
人
可
。

申
込
順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

【
１
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
１
月
１６
日
（
火
）
午
前
１０
時
３０

分
〜
１１
時
１５
分
、
１１
時
３０
分
〜
午

後
０
時
１５
分
t
お
お
む
ね
４
〜
５

か
月
児
の
保
護
者

【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
１
月
１６
日
（
火
）
午
後
２
時
３０

分
〜
３
時
４５
分
t
お
お
む
ね
６
〜

７
か
月
児
の
保
護
者

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
１
月
１２
日
（
金
）
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
４５
分
t
お
お
む
ね
８
〜

１１
か
月
児
の
保
護
者

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯
科
衛
生
士

（
１
回
食
を
除
く
）・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
義
な
ど
s
各
回
１０
人

（
申
込
順
）
e
親
子
同
室
で
す
m
１２

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

妊
婦
歯
科
教
室

d
１
月
２９
日
（
月
）
午
後
０
時
４５

分
か
ら
、
１
時
４５
分
か
ら
、
２
時

４５
分
か
ら
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
、
歯
磨
き
練
習

・
各
種
測
定
・
個
別
相
談
等
t
お

お
む
ね
１６
〜
２７
週
の
妊
婦
の
方
s

各
回
４
人
（
申
込
順
）
m
１２
月
１

日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

む
し
歯
予
防
教
室

d
１
月
１１
日
〜
２５
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
９
時
か
ら
、
９
時
３０
分
か

ら
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯
磨
き
や

栄
養
の
相
談
な
ど
※
希
望
者
は
歯

科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
t
令
和
３
年
７
月
生
ま
れ
（
２

歳
６
か
月
）
〜
５
年
１
月
生
ま
れ

（
１
歳
）
の
子
ど
も
※
転
入
等
で

対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
s
各
回
６

人（
申
込
順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
健
康
課
へ

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ

子子
どど
もも

子子
育育
てて

親
子
で
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

−

粗
大
ご
み
を
再
利
用
し
て

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
計
を
作
ろ
う

d
１２
月
２６
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
～
３
時
b
野
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
t
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
s
６
組
（
申
込
順
）
e
▽
汚

れ
て
も
い
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
▽
く
る
カ
メ
く
ん
と
記
念

撮
影
す
る
時

間
が
あ
り
ま

す
m
１２
月
１

日
か
ら
、
電

話
ま
た
は
市

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
、
ご
み
対
策
課

減
量
推
進
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

５
４
）
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付

　

１８
歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

（
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
２０
歳
未

満
）
ま
で
の
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
医
療
保

険
の
自
己
負
担
す
べ
き
額
か
ら
一

部
負
担
額
を
除
い
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

今
ま
で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
も
、
令
和
４
年
中
の
所
得
が

制
限
内
の
方
は
、
令
和
６
年
１
月

１
日
か
ら
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
中
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間
１２
月
１
日
（
金
）
〜

２８
日
（
木
）
■
受
付
場
所
i
子
育

て
支
援
課
手
当
助
成
係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

３
９
）

学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金

高
校・大
学
等
受
験
料
貸
付
金

　

東
京
都
で
は
、
受
験
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
と
し
て
、
中

学
校
３
年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ

び
そ
れ
に
準
じ
る
お
子
さ
ん
が
い

る
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
に
、
学

習
塾
等
受
講
料
お
よ
び
高
校
・
大

学
等
受
験
料
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
高
校
・
大
学
等
に
入

学
す
る
と
申
請
に
よ
り
貸
付
金
の

返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金
】

　

中
学
校
３
年
生
・
高
校
３
年
生

お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
方
＝
２０
万

円【
高
校・大
学
等
受
験
料
貸
付
金
】

　

高
校
受
験
＝
２
万
７
千
４００
円

（
１
回
あ
た
り
上
限
２
万
３
千
円
・

４
回
ま
で
）、大
学
受
験
＝
８
万
円

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

■
申
請
期
限
２
月
１
日
e
▽
貸
し

付
け
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
▽
申
し
込
み
に

は
数
日
か
か
る
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
■
相
談
・

受
付
窓
口
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

０４２

−

３８６

−

０
２
９
４
）
i
地
域
福

祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
１
５
）

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
た
の
し
み
会

d
１２
月
１５
日
（
金
）
午
前
１１
時
〜

１１
時
３０
分
b
公
民
館
東
分
館
t
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
０
〜
２

歳
児
と
保
護
者
s
１０
組
（
申
込

順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
図
書
館
東
分
室
（
☎

０４２

−

３８３

−

４
５
５
０
）
へ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

【
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
】

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

d
①
１
月
１１
日
・
２５
日
②
２
月
８

日
・
２２
日
③
３
月
１４
日
・
２１
日
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分
※
２
日
間
コ
ー
ス
t
お
お
む

ね
５
か
月
児
と
保
護
者
m
①
１２
月

１
日
②
１
月
４
日
③
２
月
1
日
か

ら
、電
話
ま
た
は
直
接
、問
合
先
へ

【
母
親
講
座　
ふ
た
り
め
ち
ゃ
ん

　
が
や
っ
て
き
た
】

　

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
の
ヒ
ン

ト
や
工
夫
の
し
か
た
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。

d
１
月
３１
日（
水
）午
前
１０
時
～
１１

時
３０
分
k
丸
谷
充
子
さ
ん
（
臨
床

心
理
士
）
t
第
２
子
が
、１
歳
４
か

月
ま
で
の
母
親
s
１２
人（
多
数
抽

選
）
e
保
育
有
り（
１０
人
。要
事
前

申
込
）
m
１２
月
２８
日
ま
で
に
、電
話

ま
た
は
直
接
、問
合
先
へ

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
保
健
セ
ン
タ
ー
i
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３２１

−

３

１
４
１
＝
月
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

　のびのびこがねいっ子２０２４に、地域で子育て支援
に関するサークル・グループ活動などを行っている
団体の情報を掲載します。
■掲載基準営利目的、政治・宗教的団体でなく、月
会費が２,０００円以下であり、原則、市内で活動して
いる団体（子どもの居場所づくり事業補助金を受け
ている活動は除く）
e詳細は、市ホームページをご覧ください
m１２月１日〜１９日に、所定の様式（子育て支援課、
子ども家庭支援センター窓口で配布または、市ホー
ムページからダウンロード）に必要事項を記入し、
郵送、ファクスまたは直接、子育て支援課子育て支
援係（〒１８４−８５０４住所不要・市役所第二庁舎３階
☎０４２−３８７−９８３６f０４２−３８６−２６０９）へ

みんなで子育て応援ブックみんなで子育て応援ブック
のびのびこがねいっ子掲載団体募集のびのびこがねいっ子掲載団体募集

市申込フォーム

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・12・19



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

広告掲載等のお問い合わせは、フレックス株式会社（広告代理店）a t.nakano@flex-ad.co.jpへ

広
告
枠

催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座
●ミニこがねい２０２３子どもが主役の
遊びのまち　d１２月９日（土）午後
１時〜３時、１０日（日）午前１０時〜
午後３時b公民館貫井北分館t小学
生〜高校生n５００円〜１,２００円mHP
を参照のうえ、こがねい子ども遊パ
ーク・松下（☎０９０−３８０５−１３２１hht
tps://miniko-2023.amebaownd.
com/）へ
●０歳から親子で楽しむクリスマス
コンサート　d１２月１０日（日）午前
１０時３０分開演b小金井　宮地楽器ホ
ール小ホールn大人前売り＝２，５００
円、３歳～小学生＝１，０００円（２歳
以下膝上無料）m同ホール２階事務
室でiアンサンブルむじくる（☎
０７０−１３５４−５８６７）
●小金井社会福祉士会定例会　知的
障害のある人の生涯学習について　
d１２月１４日（木）午後６時３０分〜８時
b公民館貫井北分館m当日直接会場

へi同会・高橋（☎０８０−３６９９−５３３３）
●ヒガコ・クリスマスフェスティバ
ル　d１２月１６日（土）午前１０時３０分
〜午後３時b東小金井南口商店会u
歳末抽選会、お絵かきなどe１２月１５
日まではお買い物ラリーを実施i同
商店会・いそべ（☎０９０−２３１７−６０７７）
●ラミィキューブ練習会　d１２月１６
日（土）午後１時３０分〜7時（入退
場自由）b小金井　宮地楽器ホール
uボードゲームの練習会t小学校３
年生以上n５００円m電話、Eメール
またはSMSでラミィキューブの会
・井口（☎０９０−７６３２−３２６０atabl
egames@buckeye.co.jp）へ
●小金井市民オーケストラ　第４０回
演奏会　d１２月１６日（土）午後６時
開演b小金井　宮地楽器ホール大ホ
ールu指揮＝工藤俊幸。曲目＝ドボ
ルジャーク（新世界）、ピアノ独奏
＝山田剛史ほかn１,０００円m同ホー
ル２階事務室でi同オーケストラ・
大和田（☎０４２２−３１−３５８２）

event
event

催
し

学
び
・
く
ら
し

多
文
化
共
生
の

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ー�

外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
の

教
育
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

提
案
型
協
働
事
業

d
１
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
３０
分
b
市
民
会
館
・
萌
え
木

ホ
ー
ル
（
商
工
会
館
３
階
）
u
基

調
講
演
、
市
の
現
状
報
告
、
教
育

現
場
で
使
え
る
や
さ
し
い
日
本
語

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
k
佐
藤
郡
衛
さ

ん
（
東
京
学
芸
大
名
誉
教
授
）
t

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

市
内
団
体
関
係
者
s
５０
人
（
申
込

順
）
m
１２
月
１
日
～
２５
日
に
、
申

込
フ
ォ
ー
ム
で
i
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
つ
い
て
＝
小
金
井
国
際
支
援
協

会
・
山
脇
（
☎
０８０

−

６
５
０
５

−

１
８
１
８
）、
協
働
事
業
に
つ
い

て
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化

推
進
係（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
２
３
）

申込フォーム

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

子
ど
も
と
一
緒
に
探
そ
う
！

−

小
金
井
の
ハ
チ
ド
リ
の

　
ひ
と
し
ず
く
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
が
取
材
し
、
そ
の
よ
う
す
を
撮

影
し
た
動
画
を
発
表
し
ま
す
。

d
１２
月
２５
日
（
月
）
午
後
２
時
～

４
時
、
２７
日
（
水
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
１
月
１３
日
（
土
）
午
前
１０

時
～
正
午
（
全
３
回
）
b
公
民
館

●講演−小金井市公民館７０年の歩み
つどい・学び・つながる地域の拠点 
d１２月１７日（日）午後１時３０分～４時
b公民館貫井北分館k長澤成次さん
（千葉大学名誉教授）ほかs４０人（申
込順）m１２月１日～１２日に、電話で
ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こ
がねい・菅沼（☎０８０−２０５６−７２０１）へ
●冬休み書道教室・書初めの練習（毛
筆・硬筆）　d１２月２３日（土）、２４日
（日）午前９時〜正午（全２回）b上之
原会館t小・中学生s１２人（申込順）
n硬筆３,０００円、毛筆４,０００円m１２月
１日から、Ｅメールでいろは書道会
事務局・髙原（☎０９０−８３１８−８０５９
akoganeishodo@gmail.com）へ
●東京学芸大学管弦楽団　定期演奏
会　d１２時２４日（日）午後４時開演b
なかのＺＥＲＯ大ホール（中野区）
u曲目＝ラフマニノフ交響曲第２番
ほかn無料mホームページを参照の
うえ、電子チケットteketでi同楽
団・拝郷（☎０８０−７５５７−１７２９hht
tp://tgu-orchestra.com/）
●ムサコおさんぽラリー　d１２月１

日（金）〜２５日（月）bＪＲ武蔵小金井
駅、同駅南北の８商店会、nonowa
武蔵小金井u期間中に対象店舗で買
い物をしてスタンプを集めると、商
品券が当たりますiＪＲ中央線コミ
ュニティデザイン（☎０４２−３１６−４４０１）
●今の自分ができること、やりたい
こと−自己理解・自己ＰＲのポイン
ト　d１月３０日（火）午前１０時～正午
b小金井　宮地楽器ホールt働きた
いと考えている女性s４０人（申込
順）e保育有り（１月２４日正午まで
に要事前申込）m１２月４日から、女
性しごと応援キャラバン事務局（☎
０３−６７３４−１３４６）へ

ス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツ
●空手道選手権演武会大会　d１２月
２４日（日）午前９時～午後３時b総合
体育館t市内在住・在勤・在学の小
学生以上の方e競技方法・形試合（日
本空手協会の規定により行う）m１２
月１日〜１０日に、Ｅメールで市空手
道連盟・安藤（☎０９０−５３３２−２４４１
ajka.koganei@gmail.com）へ

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

d１月２０日（土）①午前１０時３０分～１１時５０分②１１時２０分～午後０
時４０分
b正派邦楽会館（前原町３−２９−１４）
u筝の演奏体験、講師による演奏の鑑賞
k公益財団法人正派邦楽会
t市内在住・在勤・在学の方（①は小学生～高校生のみ）
s各回２０人（多数抽選）
m１２月２６日までに、市申込フォーム（https://lo
goform.jp/f/CfEk5）で
iコミュニティ文化課文化推進係（☎０４２−３８７−
９９２３） 市申込フォーム

令和５年度江戸文化体験事業

東
分
館
k
宍
戸
大
裕
さ
ん
（
ゼ
ロ

エ
ミ
小
金
井
構
成
員
）
ほ
か
t
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
s
小

学
校
２
年
生
～
中
学
生
＝
１２
人
、

高
校
生
以
上
＝
５
人
（
い
ず
れ
も

申
込
順
）
m
１２
月
１
日
か
ら
、
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学
年
を

明
記
し
、
チ
ー
ム
ハ
チ
ド
リ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
田
頭
（
☎
０９０

−

９
３

８
２

−

８
８
７
１
ayu

p
p
ytag

asira3
@
gm
ail.co

m

）
へ
i
公

民
館
緑
分
館
（
☎
０４２

−

３８７

−

７
３

０
１
）

小
金
井　
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
ニ

・
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
京
工
学
院
専
門
学
校
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
科
の
学
生
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

d
１２
月
１６
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

４
時
３０
分
（
入
退
場
自
由
）
b
同

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
s
１２０
人
m
電
話

で
同
ホ
ー
ル
（
☎
０４２

−

３８０

−

８
０

９
９
）
へ

小
金
井
道
草
市

　

冬
の
旬
の
野
菜
や
逸
品
販
売
、

ま
ち
か
ど
情
報
・
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
み
ま
も
り
あ
い
ア
プ
リ
体
験

や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
を
行
い
ま

す
。

d
１２
月
９
日
（
土
）
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
b
貫
井
け
や
き
公
園

（
貫
井
南
町
４

−

１４
）
i
観
光
ま

ち
お
こ
し
協
会
（
☎
０４２

−

３１６

−

３

９
８
０
）

和楽器に触れる「和楽器に触れる「筝筝
ことこと

」」

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・12・1 10



d日時　b場所　u内容　k講師　t対象　s定員　n費用　y持ち物　m申し込み　i問い合わせ　eその他　hホームページ　aＥメール凡 例凡 例

■交通規制のお知らせ
　イベントの開催に当たり、小金井街
道・東八道路の一部（右表および右図）
で交通規制を実施します。交通規制時
間中は、自転車・歩行者のコース横断
も規制されます。
　なお、交通規制による影響緩和のた
め、一般歩行者・一般車両の横断ポイ
ントを設定します。競技先頭車両の通
過予定時刻の１５分前までは横断可能です。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
iTHE ROAD RACE TOKYO事務局（☎03−5050−0250）、市生涯学習課スポーツ
振興係（☎０４２−３８６−２４６２）

■競技日時１２月３日（日）午前９時～11時35分（フィニッシュ時間
は未定）
■コーススタート＝富士森公園（八王子市）～フィニッシュ＝武蔵
野の森公園前スタジアム通り（調布市）
■沿道での観戦について
　観戦スペースの確保が難しい場所（小金井街道の沿道の一部）で
の観戦はご遠慮ください。また、観戦に当たっては、大会運営や一
般の通行の妨げにならないよう、以下の点にご協力をお願いします。
▷選手には触れないでください
▷フェンス等から体を外に出さないでください
▷コース上の歩道橋・陸橋等での観戦はできません
▷コース周辺等の商業施設、店舗、私有地等の目的外利用および敷
地内への立ち入りはおやめください

外
国
人
学
習
者
発
表

−�

海
外
の
文
化
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か

生
活
日
本
語
教
室

生
活
日
本
語
教
室

d
12
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午
b
公
民
館
緑
分
館
s
30
人

（
当
日
先
着
順
）
i
公
民
館
緑
分

館
（
☎
042

−

387

−

７
３
０
１
）

清
里
山
荘

親
子
冬
の
自
然
体
験
教
室

d
２
月
３
日
（
土
）
午
前
１０
時
～

４
日
（
日
）
の
１
泊
２
日
（
現
地

集
散
）
b
清
里
山
荘
t
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
子
ど
も
と
保
護
者

s
８
組
（
多
数
抽
選
。
１
組
５
人

ま
で
）
n
大
人
（
高
校
生
以
上
）

１
万
１
千
円
、
小
・
中
学
生
８
千

円
、
幼
児
５
千
円
（
宿
泊
費
・
食

事
代
・
保
険
代
ほ
か
）
m
１２
月
１

日
～
１
月
１５
日
に
、申
込
用
紙（
清

里
山
荘
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
い
ず
れ
も
１
世
帯
１
通
）
で

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５
１

−

４８

−

４
６
４
９
f
０
５

５
１

−

４８

−

４
６

４
６
ain

fo
rm

a

tio
n

@
k

o
g

a 

n
ei-kiyo

sato
.co

m

hh
ttp

://

ko
gan

ei-kiyo
sato

.co
m

/

）
へ

市
民
講
座

シ
ル
ク
素
材
を
応
用
し
た
再

生
医
療
の
新
た
な
展
開

d
１
月
11
日
（
木
）、18
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午
（
全
２
回
）
b

公
民
館
東
分
館
k
中
澤
靖
元
さ
ん

（
東
京
農
工
大
学
大
学
院
教
授
）

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

s
30
人
（
申
込
順
）
m
12
月
４
日

か
ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

　人権週間は、世界人権宣言が国際連合で採択され
たことを記念して制定されたものです。市では、人
権週間にちなみ、人権に関する意識を向上させるこ
とを目的に、さまざまな行事や催しを実施します。
i広報秘書課広聴係（市役所第二庁舎１階☎０４２−
３８７−９８１８）

【人権・身の上特設相談会】
　嫌がらせや誹

ひ

謗
ぼう

、中傷などでお困りの方は、お気軽に
ご相談ください。（１人１時間程度）
d１２月６日（水）午前９時３０分〜１１時３０分
b市役所第二庁舎１階市民相談室
s２人（申込順）

■相談担当者人権擁護委員
m電話または直接、広報秘書課広聴
係へ
【�著名人の「人権メッセージ」パネ
ル展】
d１２月６日（水）〜１１日（月）
b市役所第二庁舎１階正面玄関
【人権の花運動】
　人権の花運動は、子どもたちが植
物を育てることによって、豊かな人
権感覚を育

はぐく

むとともに、相手に対す
る優しさや思いやりの心を養うこと
を目的に、毎年実施しています。
　今年は、本町小学校と南小学校の
子どもたちにお願いしました。５月
中旬から種や球根を大切に植え、世
話をしてもらい、見事な花が咲きま
した。

１２月４日（月）１２月４日（月）
　〜１０日（日）　〜１０日（日）

人 権 週 間人 権 週 間
「誰か」のこと じゃない。

第７５回第７５回

り
が
な
）・
年
代
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
公
民
館
東
分
館
（
☎
042

−

384

−

４
４
２
２
ak0

2
0
4
1
 

3
@

k.em
ail.n

e.jp

）
へ

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

d
１２
月
１６
日
（
土
）
午
後
７
時
１５

分
〜
９
時
b
図
書
館
東
分
室
t
１８

歳
以
上
の
方
s
８
人
（
申
込
順
）

m
１２
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
分
室
（
☎
０４２

−

３８３

−

４
５
５
０
ah

igash
i-lib

@

ku
h
.b

iglo
b
e.n

e.jp

）
へ

公
民
館
企
画
準
備
会

高
齢
者
学
級
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
・

く
り
の
み

d
12
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時
～

11
時
b
公
民
館
東
分
館
u
高
齢
者

学
級
の
企
画
に
関
す
る
意
見
交
換

会
t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
m
当
日
直
接
会
場
へ
i
公
民
館

東
分
館（
☎
042

−

384

−

４
４
２
２
）

ス

ポ

ー

ツ

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

水
泳
教
室

d
１
月
１１
日
〜
３
月
２８
日
の
木
曜

日
午
前
９
時
〜
１０
時
４５
分
（
全
１１

回
。
３
月
１４
日
を
除
く
）
b
栗
山

公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
t
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
s
３０
人

（
多
数
抽
選
）
n
１
回
４００
円
。
６０

歳
以
上
の
方
は
２００
円
（
施
設
利
用

料
）
e
事
前
に
各
自
で
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
m
１２
月
１５
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
１８４

−

０

０
１
２
中
町
２

−

２１

−

１
☎
０４２

−

３８２

−

１
０
０
１
）
へ

総
合
体
育
館

煩
悩
ス
イ
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イベント名 時間 内容 対象 定員
（申込順） 費用

煩悩
リレー

１０：３０〜
１３：００

２５ｍまたは５０ｍ×
１０８本を１チーム４
〜１０人で泳ぐ 小学校４

年生以上
の方

６チーム １,０００円×
人数

煩悩
スイムＡ

１３：４５〜
１６：３０

５０ｍ×１０８本を８０・
９０秒間隔で泳ぐ ４０人

１,０００円
煩悩

スイムＢ
１６：４２〜
１９：００

５０ｍ×１０８本を５０・
６０・７０秒間隔で泳ぐ

１８歳以上
の方 ５６人

　軽犯罪を重ねる家族のつなが
りを描いたヒューマンドラマを
上映します。
d１２月１６日（土）午前１０時から、
午後２時から（いずれも３０分前
開場）
b公民館貫井北分館
s各回４０人（当日先着順）
e親または保護者の助言・指導
があれば、12歳未満の年少者も
観覧できます
i公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

万引き家族
第558回　市民映画会

2018年
是枝裕和監督
120分（ ）

　東京２０２０オリンピック自転車競技ロードレースのコースを活用した自転車ロードレース
が多摩地域で開催されます。ぜひこの機会に、競技の面白さを間近で体感してください。
詳細は、市ホームページをご覧ください。

規制区間（コース） 規制時間
是政交番前→前原交番前 ９：05～11：30

前原交番前→基督教大裏門 ９：15～11：35
※規制時間は当日の競技状況によって、変更となる場合が
あります

多磨霊園

西
武
多
摩
川
線

野川中州北遺跡

南小

武蔵野公園

野川公園

浅間山公園平和の森公園

小金井第二中

小金井前原三郵便局

前原小

小金井
前原五郵便局南中

交番

府中警察署
第五中学校前交番

府中市立
府中第六小 府中浅間

郵便局

府中運転免許
試験場

東京工学院
専門学校

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

拡大図

東京自治
会館

東八道路

前原交番前

前原交番西

前原一

凡　例
コース（選手走路）

片側通行可能道路
車両横断交差点
競技車両通過後は通行不可

歩行者横断交差点

前原交番前

前原交番西

小金井南中西

拡大図 前原交番前付近

THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2023THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2023

市ホームページ

d12月23日（土）午後２時15分～３時45分
b小金井　宮地楽器ホール小ホール
k副島賢和さん（昭和大学大学院准教授）
s150人
e▷保育有り（１歳以上の未就学児。
６人。要事前申込）▷手話通訳有り▷
当日空きがある場合は、当日参加も受
け付けます
m12月2２日までに、市申込フォ
ー ム（https://logoform.jp/
f/5LMOu）、電話または直接、
広報秘書課広聴係へ

市申込フォーム

第４回
人権講座

こころの声が言葉になる
　「あのね、ほんとうはね」
　院内学級のこどもたちが
　　教えてくれた大切なこと

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・12・111



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

休 日 診 療休 日 診 療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

休日歯科診療休日歯科診療
診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬局薬局 午前９時〜正午
午後１時〜５時

１２
月
３
日（
日
）
１２
月
１０
日（
日
）

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道 〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート203C
☎042―387―5533

武
蔵
小
金
井
駅
前
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

小
ア

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4階
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

藤
本
歯
科
医
院

貫井北町2―8―15
☎042―387―8211

中大附属高

ス
ト
ア

歩
道
橋

公務員住宅 本
町
住
宅

新
小
金
井
街
道学

芸
大 GS

や
す
た
け
内
科
ク
リ
ニッ
ク

梶野町5―3―6―101
東小金井フラワーメディカルモール
☎042―388―8880

東小金井駅
北口

梶
野
通
り

内
呼
内

前
原
診
療
所

内
小
循

前原町3―17―1
☎042―381―1702

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

小
金
井
街
道
霊
園
通
り

前原坂上
交差点

前原坂下
交差点

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町1―15―11

☎042―316―6170

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

ア

岡
村
皮
フ
科
医
院

皮

梶野町2―7―2
☎0422―37―1112

北口
東小金井駅

婦人
会館

東京電機大
　　　高校

北大通り
梶
野
通
り

清  

水  

医  

院

内
皮

本町4―19―16
☎042―384―1212

北大通り

上水公園
運動施設

前原町3―41―24
ビュークレスト小金井102
☎042―316―6723

の
ぞ
み
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク

武蔵小金井駅

南口

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

かちどき薬局

（ ）桜町1−9−10
☎︎０４２−３８3−6300

薬局日本メディカル

（ ）本町１−１８−３
☎︎０４２−３１６−５４０７

サンドラッグ小金井梶野町薬局
（ ）梶野町1−7−32

☎︎０４２2−36−7382

まえはら調剤薬局
（ ）前原町３−２−２５

☎︎０４２−４０１−７８８７

フラワー薬局東小金井駅前店
（ ）梶野町５－３－６－１０２

☎︎０４２−３１６－３３４７

　公園で遊ぶときに困っていることや助けてくれたら嬉しいこと等について、子ども
の声を広く聴くため、同会議を開催します。
d１２月１６日（土）①午前９時３０分～１１時３０分②午後１時３０分～３時３０
分、１７日（日）③午前９時３０分～１１時３０分④午後１時３０分～３時３０分
b①梶野公園②三楽公園③上の原公園④栗山公園
uお絵描きなどをしながら誰でも参加できるワークショップ
t市内在住・在学の３歳以上の子どもと保護者（小学校３年生以上は
子どものみの参加可）
s各回３０人（申込順）
e▷参加に当たり、配慮が必要な方は申し込み時に申し出ください▷手話通訳有り▷
英語・中国語・韓国語対応▽参加者に市内で収穫した季節の農作物をプレゼントします
m12月１日～13日に、申込フォーム（https://forms.gle/s4LySejhGS3WbdZJ9）で
i環境政策課緑と公園係（☎０４２−３８７−９８６０）

　各部門の市長賞を紹介します。その他詳細は、市ホー
ムページをご覧ください。
i環境政策課緑と公園係（☎０４２−３８７−９８６０）
【生け垣の部】

【庭の部】

みんなのこうえんかいぎのみんなのこうえんかいぎの
参加者募集参加者募集

身近身近ななみどりみどり
フォトコンテストフォトコンテスト
表彰者決定表彰者決定

　新しく２０歳になる皆さんをお祝いするため、二十歳を祝う会を開催
します。今年度は、中学校区をもとに二部制で行います。
　対象の方には案内状を送付しますが、１２月１５日までに届いていない
方はご連絡ください。
d１月８日（祝）
▷第一部（第一中学校区、緑中学校区）＝午前１１時開会（受付開始１０
時３０分）
▷第二部（第二中学校区、東中学校区、南中学校区）＝午後１時１５分
開会（受付開始０時４５分）
b小金井　宮地楽器ホール
u▷式典＝祝辞、ビデオメッセージ▷抽選会ほか
※手話通訳、着付け直しコーナーがあります

t平成１５年４月２日〜１６年４月１日に生まれた方
※指定の部に参加できない場合は、異なる部への参加も可能です
e▷会場の都合上、座席を指定して案内します▷車いす席、手話通訳
が必要な方、その他特別な配慮が必要な方は、事前にご連絡ください
▷会場内および周辺での飲食、喫煙はできません▷当日参加できない
方には記念品を渡しますので、１月９日～３１日に案内状を持参し、生
涯学習課（市役所第二庁舎７階）へお越しください
i生涯学習課生涯学習係（☎０４２−３１６−６６００）
※二十歳を祝う会は、同ホール全館を使用して実施す
るため、一般の方は、当日午後５時まで入館できませ
ん。ご理解・ご協力をお願いします

二十歳を祝う会二十歳を祝う会１月８日（祝）

申込フォーム

葉月さん、バラとクレマチスの競演

kazamidoriさん、通りに面した前庭

市ホームページ

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・12・1 12


